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気候変動対策までのデータバリューチェーン

気候モデル 影響モデル 財務モデル

気
候
変
動
対
策•降水量（雨・雪）

•気温
•風速
•湿度
•海水温
•日射量 等

•作物収量、栽培適地
•洪水災害
•土砂災害
•高潮・高波災害
•強風災害
•感染症 等

社会経済
シナリオ

•温室効果ガス
排出シナリオ 等

•人口分布、1人当たりGDP
•技術レベル 等

•損失額 等

作物収量の将来変化気温上昇の将来変化
作物収量減による調達コストインパクト

キリンホールディングス
TCFD提言に基づく開示

金融機関によるサ
ステナブルファイナ
ンス促進、企業に
よる気候関連開
示の充実

文部科学省

気候変動予測
データ創出・提供

気候変動影響
評価データ創
出・提供
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文部科学省の施策

・すべての気候変動対策（適応、緩和）に必須の気
候変動予測データの創出

気候モデルの開発 温暖化した世界及び日本周辺の予測

監視

制御
予兆検知

見える化

高精度な予測データの創出
（気候変動予測先端研究プログラム）

広域・高精度なリアルタイムビッグデータ

地上からの観測

海洋の観測

海上風・海面水温・潮流等

陸域 海域

リアルタイム浸水予測
気候変動影響評価 水稲収穫量予測 外来種侵入・定着予測

洪水予防・制御

宇宙

地球環境データ統合・解析プラットフォーム

宇宙からの観測

データ統合解析データ提供

DIASに予測・観測データを蓄積観測データの活用

地球環境ビッグデータ × 計算資源
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気候変動予測先端研究プログラム（体制図）

日本域高解像度化 d4PDF高度化全球データ準備総括

地球システムモデル
(ESM)

永久凍土 森林火災

物質循環モデル（領域課題２）

エアロゾル SLCF海洋 海氷大気 陸域 氷床

全球気候モデル（領域課題１）

領域気候モデル・日本域予測データ（領域課題３）

海洋大気 陸域総括

ハザード統合予測モデル（領域課題４）

土砂災害洪水 高潮・高波 複合災害 陸域

領域気候モデルへの適用

地域スケールでのハザード予測情報への適用

日本域の高精度な気候予測データの創出

アジア・太平洋地域での気候予測・ハザード予測データ創出

日本の気候変動予測の再現性向上
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気候変動予測先端研究プログラム（目標）

• 全球気候モデルの開発
• 全球予測データの高精度化

(不確実性低減)

• 炭素循環モデルの高度化
• カーボンバジェット評価全球予
測データの高精度化（近未来
予測データ、CO2やメタンなどの
排出量検証等）

• 領域気候モデル（気象庁現業
モデル領域気候版）の高度化

• 日本域予測データの高精度化
（d4PDFの高解像度化等）

• 複合災害によるハザード・リスク
予測データの創出

①全球気候モデル（気候変動予測と気候予測シミュレーション技術の高度化）

代表機関：東京大学
代表者：渡部 雅浩 大気海洋研究所教授
・全球気候モデルの高度化や気候変動メカニズムの解明の実施、気候変動予測の不
確実性の低減

②物質循環モデル（カーボンバジェット評価に向けた気候予測シミュレーション技術の研究開発）

代表機関：海洋研究開発機構
代表者：河宮 未知生 環境変動予測研究センター長
・物質循環やそれに関わるプロセスモデルの開発やカーボンバジェット評価の前提にもな
る科学的知見（全球の近未来予測データ等）の創出

③領域気候モデル・日本域予測データ（日本域における気候変動予測の高度化）

代表機関：気象業務支援センター
代表者：高薮 出 第一研究推進室長
・領域気候モデルの高度化や日本域の気候予測データの創出(アンサンブル気候予測
データベースの高解像度化等)、データ利活用の促進

④ハザード統合予測モデル

代表機関：京都大学
代表者：森 信人 防災研究所副所長
・洪水と高潮等の複合災害等を対象としたハザードの予測等の実施。
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気候予測データの例：d4PDF

○ d4PDF/d2PDFは、産業革命前と比較して、全球地表気温が4℃/2℃上昇した世界について、計算条件を変えな

がら多数将来予測を実施したデータベース（将来の気候変動5,400 パターンを表現）。台風や集中豪雨などの極端

現象の将来変化を、確率的かつ高精度に評価可能。
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DIASに予測・観測データを蓄積観測データの活用

地球環境ビッグデータ × 計算資源



9

DIAS（地球環境データ統合・解析プラットフォーム）

①複数機関が観測したリアルタイムデータ ②気象予測・気候変動予測モデルの約110データセット

③様々な処理アプリケーションや解析ツール

＜システム構成＞
・解析サーバ：約200ノード
・ストレージ総容量：約100PB

各地のデータセンターやスーパーコンピューター保有機関
との間で高速にデータを転送するため、国立情報学研
究所（NII）の高速学術情報ネットワーク「SINET」に
直結

特に災害対策等水課題に関する特徴的なアプリケーシ
ョンを開発・整備。

地球環境ビッグデータ × 計算資源

地球環境データ統合
・解析プラットフォーム
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気候予測データセット2022

① 全球及び日本域気候予測データ

② 日本域気候予測データ

③ マルチシナリオ・マルチ物理予測データ

④ 全球及び日本域150年連続実験データ

⑤ 全球及び日本域確率的気候予測データ

（d4PDFシリーズ）

⑥ 北海道域d4PDFダウンスケーリングデータ

⑦ 本州域d4PDFダウンスケーリングデータ

⑧ 日本域台風予測データ

⑨ 全球d4PDF台風トラックデータ

⑩ 日本域d4PDF低気圧データ

⑪ 日本域農研機構データ（NARO2017）

⑫ 日本域CMIP5データ（NIES2019）

⑬ 日本域CMIP6データ（NIES2020）

⑭ 日本域海洋予測データ

⑮ 全球及び日本域波浪予測データ

15種類
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気候予測データセット2022

 日本域海洋     
         

 日本域海洋    
         

 日本域   （ 研  ）  日本域   （ 環研）  日本域   （ 環研）

 全球      
            

   太平洋域      
            

 日本域      
            

   

   

       モデル
                            
                         

   

       モデル
                 

                    

       モデル
                              
                           

      

       モデル（ 気     ）
                                           

  モデル（ 気     ）
        

統計   ンスケーリング（ 気）

 学   ンスケーリング（海洋）

記号 意味

上のデータから下のデータに向けてダウンスケーリングしたことを示す

力学的ダウンスケーリング

統計的ダウンスケーリング（バイアス補正を含む）

バイアス補正や台風トラック、低気圧の抽出等、データを解析したことを示す
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